
宜野湾道路の整備効果

宜 野 湾 道 路

〒900-0006 那覇市おもろまち2-1-1 那覇第2地方合同庁舎3号館
TEL：098-861-2336
https://www.dc.ogb.go.jp/nankoku/ 令和８年７月

58

【その他上位計画】
・H6.12：地域高規格道路として位置付け
・R3.1～R4.12：計画段階評価において

以下の政策目標を設定しルート構造を検討
①産業観光振興を支援する

道路ネットワークの強化
②幹線道路の機能向上
（交通渋滞の緩和・安全性の確保）

沖 縄 西 海 岸 道 路

根拠資料収集フォルダ
➞動画静止画フォルダ内にデータあり

・基本図については国土地理院HPより
切り取って編集を行っている。
ﾊﾟｰｽ図はR5年度事業説明会、説明資料
の動画よりｷｬﾌﾟﾁｬｰしたものから貼付
けていて、写真はR4のドローン空撮
フォルダ内の静止画から抜き出してい
る。

完成イメージ図
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沖縄ブロック新広域道路交
通計画において、「高規格
道路」として位置づけられ
ており、沖縄本島北部及び
中南部から那覇空港間の定
時性・高速性を確保すると
ともに物流・観光の効率化
を支援する。

※ R6.4.1時点
※ R3.3月末時点のネットワーク図に、新規共用等

の情報を反映。
※ 本計画図は、具体的な路線のルート、位置等を

規定するものではありません。

南部国道事務所が推進している計画

〇 宜野湾道路の整備により、拠点間の移動時間が
期待されます。周辺には、那覇港・那覇空港、物流
拠点や観光地、商業施設等が多く立地しており、
物流の効率化、観光産業の支援に繋がります。

２.アクセス性向上による物流の効率化、観光産業の支援
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■那覇空港(那覇市)→アメリカンビレッジ(北谷町)

混雑時所要時間

現況 51分 → 整備後 38分
出典：現 況（R3全国道路・街路交通情勢調査平均旅行速度）、

整備後（宜野湾道路 設計速度80ｋｍ/ｈ）

●所要時間の短縮

所
要
時
間(

分)

平均所要時間
約13分の短縮

現 況 整備後

〇 国道58号・宜野湾バイパスの渋滞が緩和される

ことで、死傷事故が減少し、道路の安全性向上

が期待されます。

３.国道58号・宜野湾バイパスの安全性向上

１.国道58号・宜野湾バイパスの渋滞緩和、救急医療活動支援
〇 宜野湾道路へ交通転換することで、現道の渋滞緩和が期待されます。

また、沖縄健康医療拠点である琉球大学病院（救急救命センター）へのアクセス性が
向上し、救急医療活動の支援に繋がります。
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●交通事故（国道58号・宜野湾バイパス並行区間）

(件/年）

出典：現況（交通事故統合データベース（H31－R4））、
整備後（現況値をベースに将来交通量推計結果より算出）

2割減少
見込み

死傷事故件数
現況 79件/年 → 整備後 62件/年（約２割減少） 現 況 整備後

ぎ の わ ん

うらそえ

浦添方面をのぞむ
整備イメージ

ちゃたん

北谷方面をのぞむ
整備イメージ

注釈：令和６年度 社会資本整備審議会道路分科会 沖縄地方小委員会〔第３回〕資料に一部加工し作成

糸 満 道 路
L=3.4km

い と ま ん

豊見城道路
L=4.0km

と み ぐ す く

小 禄 道 路
L=4.0km

（全線 L=5.7km）

お ろ く

なかがみ ちゃたんちょう

（終）宜野湾市宇地泊
ぎのわん うちどまり

宜野湾道路
L=5.8km

ぎ の わ ん

那覇西道路
L=3.0km

な は

那覇北道路
L=2.2km

な は

読 谷 道 路
L=6.0km

よ み た ん

（起）中頭郡北谷町北谷
ちゃたん

浦添北道路
L=2.0km

うらそえ
浦添北道路

Ⅱ期線
L=2.0km

うらそえ

沖縄県
おきなわ

E58

お
き
な
わ

（起）沖縄県中頭郡読谷村親志
おきなわ なかがみ よみたんそん おやし

（終）沖縄県糸満市真栄里
おきなわ いとまん まえざと

沖
縄
西
海
岸
道
路
（
約

）

50
km

58

58

329

330

329

331

(仮称)大山南IC
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浦添北IC

沖縄西海岸道路全体計画

関連事業区間（開通済）
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沖縄西海岸道路（宜野湾道路）の概要

国道58号及び宜野湾バイパスの「交通混雑の緩和」と「安全性向上」を図り、中南部西海岸地域を結ぶことにより、
那覇港・那覇空港へのアクセス性向上や物流の効率化・観光産業を支援する自動車専用道路です。事業概要

ぎ の わん
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【課 題】
〇国道58号と国道58号宜野湾バイパスには交通が集中し、慢性的な渋滞が発生しており、移動に時間がかかる状況です。また、西普

天間住宅地区では医療拠点の整備が進み、琉球大学病院（救命救急センター）が開院しましたが、交通混雑により救急搬送への影
響が懸念されています。

【課 題】
〇当該地域には、那覇空港や那覇港、物流拠点が集まっており、国際物流の重要なエリアとなっています。また、観光地や商業施設も

多く立地しています。一方で、那覇空港からアメリカンビレッジ方面へ向かう際は、特に夕方に移動時間が長くなるなど、アクセス
のしやすさや時間どおりに移動できる環境の改善が課題となっています。

【課 題】
〇国道58号と国道58号宜野湾バイパスでは、県内のほかの国道に比べて交通事故が多く、周辺の生活道路でも事故が発生しています。

また、渋滞が原因とみられる追突事故が約半数を占めており、安全性の向上が課題となっています。

●交通事故（国道58号・宜野湾バイパス並行区間）

・菊の集荷場(読谷村)→那覇港(那覇市)

平均所要時間 現況 61分 → 整備後 50分

所
要
時
間(
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平均所要時間
約11分の短縮
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出典：現況（R3全国道路・街路交通情勢調査平均旅行速度）、
整備後（宜野湾道路 設計速度80ｋｍ/ｈ）
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●（図19）所要時間の短縮

出典：交通事故統合データベース（H31－R4）

●直轄国道の死傷事故件数

国道58号・
宜野湾

バイパス

注釈：令和６年度 社会資本整備審議会道路分科会 沖縄地方小委員会〔第３回〕資料に一部加工し作成
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交通量の出典： R3 全国道路・街路交通情勢調査
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事業区間 主要渋滞箇所

一般国道 事故危険区間

主要地方道

インターチェンジ

交通量
（Ｒ３全国道路・街路交通情勢調査）

橋梁構造 市街地

観光施設

交通量台/日

(令和6年第1回沖縄地方渋滞対策推進業議会(R6.7時点))

（事故危険区間リスト(令和5年時点)）

真志喜(南)交差点
ま し き みなみ

ぎ の わ ん

宜野湾道路
延長 5.8km

宇地泊交差点
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標準断面図
A-A’ （単位：m）

①整備８車線（高架４車+平面４車）

B-B’ （単位：m）

①整備１０車線（高架４車+平面６車）事業経緯

事業の手順 年 度

計 画 段 階 評 価 令和2～4年度

都 市 計 画 決 定 令和5年度

事 業 開 始 令和7年度

設計諸元

区 間
(自)中頭郡北谷町北谷
(至)宜野湾市宇地泊

延 長 5.8km

道 路 規 格 第１種第３級

設 計 速 度 80km/ｈ

車 線 数 ４車線～６車線

※(仮称)大山北IC～(仮称)大山南IC区間で一部6車線
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